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１
高速応答ナノ材料シ

ンチレータの開発

【チームリーダー】 

浅井 圭介 

東北大学 

大学院工学研究科 

教授

 近年、放射光施設や核破壊中性子源

の開発を受け、高強度の放射線を測定

可能な高速対応シンチレータ材料の開

発が注目されています。本開発では、半

導体ナノ材料の励起子発光を利用した

高速シンチレータを開発します。本開発

では、高計数率測定用に長寿命成分を

除去し、発光効率のより高い材料作製

を行います。これらナノ材料シンチレー

タの開発により、広汎な科学技術分野

に波及効果をもたらすと期待されます。

２

マイクロロボットによ

るオンチップ高速除

核・分注技術の開発

【チームリーダー】 

新井 史人 

東北大学 

大学院工学研究科 

教授

 体細胞クローン動物や一卵性双子、

遺伝子改変動物などを作出するために

は核移植操作が必要となりますが、現

状では顕微鏡下で熟練オペレータがマ

イクロマニピュレータを操作して行うた

め、自動化が困難であります。胚操作技

術の中でもっとも複雑な除核作業を自

動化することを目的とし、「マイクロ流路

中に導入した卵子の核の位置自動検

出」、「マイクロロボットによる高速除

核」、「除核後の卵子の自動分注技術」

を開発します。

３

革新的粘弾性計測

手法実現への要素

技術開発

【チームリーダー】 

石原 進介 

京都電子工業（株） 

開発推進部 

テクニカルエクスパート

 流体を工業的に扱う際に、粘弾性特

性が重要な物性値となります。この計測

には、数十年前に開発された計測装置

が今でも使用されています。本開発は、

新たな方法論をもとに、非接触かつ少

量の試料で粘弾性を計測可能な装置の

開発を目指します。この開発により、新

規材料開発、希少価値の高い医療分野

などへの応用が可能になるとともに、簡

便に測定ができることにより、計測機会

を増大させることが期待されます。

【チームリーダー】  医療、材料などさまざまな分野におい
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４

中赤外光対応結像

型２次元フーリエ分

光法の開発

石丸 伊知郎 

香川大学 

工学部 

教授

て、非接触で高感度、高空間解像度で

赤外域の分光特性を計測するニーズが

高まっています。本開発では、中赤外光

対応の結像型2次元フーリエ分光法を

開発し、高感度分光分析装置への適用

を目指します。その吸光特性から多様

な成分を特定可能である中赤外領域へ

光学系を拡張することにより、無侵襲血

糖値センサや集積回路の異物成分分

析などの、多様な用途への応用展開が

期待できます。

５

迅速高感度な新規

蛋白質間相互作用

検出系の開発

【チームリーダー】 

上田 宏 

東京大学 

大学院工学系研究科 

准教授

 蛋白質間相互作用検出系は、創薬・

診断など幅広いライフサイエンス分野で

応用可能な重要な計測技術です。本開

発では、これまで不可能であった高感度

な生物発光に基づく試験管内蛋白質相

互作用検出系の実現を目指します。ホ

タルルシフェラーゼの変異体を巧みに

組み合わせて、従来法に比べ、飛躍的

に高速・高感度に蛋白質の相互作用を

検出する要素技術を開発します。蛋白

質、核酸、低分子など殆どすべての分

子の相互作用を効率よく検出することが

可能となります。

６

生体・飲料・環境試

料溶存イオンの導入

技術の開発

【チームリーダー】 

大平 慎一 

熊本大学 

大学院自然科学研究科 

准教授

 生体・飲料・環境試料の多くは固形物

や高分子量物質を含むため、溶存イオ

ンの直接測定が困難となっています。本

開発では、このような試料の溶存イオン

を抽出・濃縮し、イオンクロマトグラフや

質量分析計へ導入するインターフェース

を提供します。これにより、イオンクロマ

トグラフィーによる陽イオン・陰イオンの

同時分析や、血液・母乳・尿中などの各

種有機・無機イオンの迅速一斉分析の

実現が期待されます。

７

中空コアファイバと

量子ドットによる脳

腫瘍細胞検出技術

の開発

【チームリーダー】 

川西 悟基 

玉川大学 

学術研究所 

教授

 中空コアファイバ技術とコロイド半導体

量子ドット技術とを融合し、生体計測へ

の展開を目指します。本開発では、中空

コアファイバのコアに挿入した量子ドット

を単一細胞に挿入する技術と中空コア

ファイバが量子ドットの発光スペクトルを

フィルタできる特性を利用することによ

り、生体内がん細胞の極限的検出技

術、特に、現在最も治療困難ながんの１

つとされる悪性脳腫瘍について、手術で

は取ることのできないがん細胞を細胞レ

ベルで見つけ出す技術を開発し、将来

の治療開発につなげます。
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８

ウイルス感染感受

性およびワクチン接

種必要性診断技術

の開発

【チームリーダー】 

木戸 博 

徳島大学 

疾患酵素学研究センタ

ー 

教授

 感染予防対策において、社会を感染

から守るには感染リスクの高い人を予

め診断して優先的にワクチン接種する

必要があります。ウイルスが最初に感

染する鼻腔や気道の抗ウイルスIgA抗

体量が、個人の感染感受性を判定する

最も良い指標であることをコホート研究

から初めて明らかにしました。本開発で

は、鼻汁と血液の極微量検体で感染リ

スクを迅速に診断し、ワクチン接種の必

要度を診断するハイスループット汎用型

アレイを開発します。

９

臓器内部硬さ分布

計測用MRE 加振装

置の開発

【チームリーダー】 

但野 茂 

北海道大学 

大学院工学研究科 

教授

 磁気共鳴画像装置（MRI） を用いて体

内の硬さ分布を計測する磁気共鳴弾性

率測定法（MRE）のため、MRI 装置内に

体表面から臓器内部を効果的により深

層の組織まで振動伝達が可能な加振装

置を開発します。また、臓器を粘弾性体

とした計測の数理的原理を構築し、測定

の高精度化を図り、実用的な臨床機開

発およびその制御・処理方法を開発しま

す。

１０

タンパク質―化合物

複合体立体構造解

析の自動化技術開

発

【チームリーダー】 

楯 真一 

広島大学 

大学院理学研究科 

教授

 従来の核磁気共鳴法（NMR）を用いた

タンパク質－化合物相互作用解析で

は、化合物結合によりタンパク質構造変

化が誘導される場合や、溶液中でのタ

ンパク質立体構造が結晶構造と異なる

場合などに正確なタンパク質－化合物

複合体構造解析ができないという問題

点があります。本開発では、タンパク質

－化合物複合体の立体構造を高効率・

高精度に決定するソフトウェアを開発し

ます。これにより、従来のNMRの限界を

超える画期的構造解析装置の実現が

期待できます。

１１

ガス電子増殖による

新型光検出器の開

発

【チームリーダー】 

門叶 冬樹 

山形大学 

理学部 

准教授

 古くて新しい放射線検出器の１つであ

るガス検出器と、紫外から可視光波長

領域に高い感度を持つ光電変換膜とを

複合化させた「ガス増倍型光検出器」を

開発します。従来の光センサである光

電子増倍管や半導体受光素子と比較し

て、広い有効面積、高い感度特性と均

一性とを兼ね備え、かつ高磁場環境下

においても動作可能な新しい高感度光

センサを開発し、学術研究のみならず幅

広い分野での産業利用につなげること

を目指します。
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１２

近赤外レーザーを

応用した安定同位

体計測法の開発

【チームリーダー】 

戸野倉 賢一 

東京大学 

環境安全研究センター 

准教授

 気体分子の安定同位体比を測定する

ことにより、温室効果ガスの発生源に関

する知見を得ることが可能ですが、従来

法では、採取サンプルの持ち帰り、前処

理の必要があったため、現場でのリア

ルタイム測定は出来ませんでした。本開

発では、近赤外レーザーを基盤とした新

規な分光分析法による、前処理なし可

搬型の大気微量ガスのリアルタイム同

位体計測装置を開発します。地球温暖

化防止に加え、医療現場に於ける呼気

分析による胃腸の健康診断・代謝診断

など広い分野への応用が期待されま

す。

１３

低酸素癌組織イメー

ジング用発光プロー

ブの開発

【チームリーダー】 

飛田 成史 

群馬大学 

大学院工学研究科 

教授

 イリジウム錯体のりん光は酸素によっ

て顕著に消光されます。この性質を利

用して、癌などの低酸素生体組織を非

侵襲的かつ高感度に可視化するイメー

ジング技術を開発します。本開発では、

発光イメージング実験によりプローブ分

子の細胞・組織内動態を解明し、その結

果をフィードバックして癌組織光イメージ

ングに資する最適発光プローブを開発

します。これにより、全く新しい癌診断法

の確立が期待できます。

１４

臨床用PETのため

の68Ga 標識薬剤製
造システムの開発

【チームリーダー】 

中山 守雄 

長崎大学 

大学院医歯薬学総合研

究科 

教授

 PETで用いられる短半減期核種は、サ

イクロトロンを設置した大型の製造施設

が必要であるため、利用できる施設が

限られています。68Gaは、半減期が比
較的長く、次世代の有用なPET用核種と

して注目されています。本開発では、
68Gaをサイクロトロンなどの大型施設を
用いずに、安定的に供給できるシステム

の開発を行います。この開発により、

PETの利用可能施設が増え、診断の地

域差の解消が期待されます。

１５

多分子ライブイメー

ジングを可能とする

蛍光プローブの開発

【チームリーダー】 

廣瀬 謙造 

東京大学 

大学院医学系研究科 

教授

 蛍光プローブを用いて分子を可視化

する蛍光イメージング技術が近年注目

されています。本開発では、観測対象分

子に結合するタンパク質と蛍光色素の

複合体からなるハイプリッド型蛍光プロ

ーブをハイスループットに作製する系を

構築し、さまざまな色（蛍光波長）の蛍

光プローブを迅速・簡便に作製する技術

を開発します。この技術開発により、生

きた細胞で複数の分子を同時にイメー

ジングする技術が確立し、新薬開発や

生命科学研究への貢献が期待できま
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す。

１６

超伝導ナノ細線

HEBM素子の高性能

化開発

【チームリーダー】 

福井 康雄 

名古屋大学 

大学院理学研究科 

教授

 地球大気中のさまざまな分子・原子・

イオンのスペクトル線が、テラヘルツ

（THz）帯と呼ばれる高い周波数の領域

に分布していますが、これらのTHz帯ス

ペクトル線をヘテロダイン分光する実用

的な高感度検出器は存在しません。本

課題では、NbTiN ナノ細線を用いた静

電気や熱サイクルに強い超伝導HEBM 

素子を開発します。これにより、反応性

が高いため採取観測が困難なOH など

の短寿命微量分子の測定に寄与するこ

とが期待されます。

１７

次世代IMS用同軸円

筒イオン化チェンバ

の開発

【チームリーダー】 

松谷 貴臣 

近畿大学 

理工学部 

講師

 悪臭計測やカビ・センサなどへの応用

が期待されているイオンモビリティ分析

装置（IMS）の検出限界を現在市販され

ているものよりも103倍向上させることが
できる、パルス軟X線励起による光イオ

ン化と光電子カスケード現象を併用した

高出力イオン化チェンバの開発を行い

ます。これにより、食品中のカビの検

出、環境汚染の臭いの検出のみなら

ず、防疫、テロ対策などへの波及効果

が期待されます。

１８

水分子をプローブと

する物質・生体評価

手法の開発

【チームリーダー】 

八木原 晋 

東海大学 

理学部 

教授

 あらゆる物質や生体には、含有されて

いる水分子による構造形成と機能発現

のメカニズムが備わっています。1μHz

～30GHzの広帯域でダイナミックな水構

造を直接観測する電磁波分光装置に対

し、水構造観測用電極と構造や物性・機

能評価の解析手法を開発します。生

体、食品からコンクリート建築物に至る

あらゆる含水物質について、水分子をプ

ローブとした品質・健常性評価システム

構築へとつなげます。

１９

中性子集光用非球

面スーパーミラーデ

バイスの開発

【チームリーダー】 

山村 和也 

大阪大学 

大学院工学研究科 

准教授

 非接触化学的形状創成法のローカル

ウエットエッチング法と、イオンビームポ

リッシュを援用したイオンビームスパッタ

成膜によるスーパーミラー形成技術とを

融合させ、世界最高性能の中性子二次

元集光用非球面スーパーミラーデバイ

スの製造プロセスを確立します。これに

より、高密度記録媒体の微小領域精密

磁気構造解析などの高機能材料の開

発促進が期待されます。

【チームリーダー】  干渉測定法、縞投影法、偏光度計測
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２０

正反射偏光画像検

知による物体面傾

斜の精密計測技術

の開発

山本 正樹 

東北大学 

多元物質科学研究所 

教授

法などでは、多角形稜面の精密計測は

困難でした。エリプソメトリー技術は、表

面の薄膜の屈折率と厚さを精密計測で

きる方法として知られています。本開発

は、この方法を応用して、3次元の物質

表面形状の計測を精密に行います。こ

れにより、今まで正確な計測ができなか

った、高温高圧下での計測や、液中で

の精密計測が可能になり、顕微鏡下で

の大型建造物精密計測への応用が期

待されます。

２１

革新的ＰＥＴ用３次

元放射線検出器の

開発

【チームリーダー】 

山谷 泰賀 

（独）放射線医学総合研

究所 

分子イメージング研究

センター 

チームリーダー

 分子イメージング研究に不可欠とされ

るPET装置の高性能化と普及を目指し、

最先端技術を集約した革新的アイディ

アに基づく新しいPET検出器「クリスタル

キューブ」を開発します。具体的には、

シンチレータを超小型の半導体受光素

子MPPCで取り囲み、シンチレーション

光の効率的検出と高度解析により、究

極とされるサブミリオーダーの等方的分

解能の実現を目指します。
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【【【【応応応応用領域】：２件用領域】：２件用領域】：２件用領域】：２件    

     開開開開発発発発課題名課題名課題名課題名
チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職 開開開開発発発発概概概概要改案要改案要改案要改案

１

生体透過率の極

めて高い小型広帯

域光源の開発

【チームリーダー】 

竹田 美和 

名古屋大学 

大学院工学研究科 

教授

 近年、生体の内部観察や食品等の分析

に、非接触簡便で高い透過力を持つ光を

用いる方法が注目されています。特に、近

赤外領域は、生体への透過率の高さや

種々の物質に特徴的なスペクトルが得られ

るため重要です。本開発では、このような

近赤外領域の小型高出力光源として、今ま

でにない「分散量子ドットＬＥＤ」や「ＬＥＤ励

起蛍光体」の開発を行います。これらの光

源は生体観察や食品分析への応用が広く

期待されます。

２

高次ナノ構造・酵

素を利用した迅

速・高感度な農薬

センサの開発

【チームリーダー】 

花岡 隆昌 

（独）産業技術総合研究

所 

コンパクト化学プロセス

センター 

ナノ空間設計チーム 

副センター長兼チーム

長

 安全・安心な生活実現のため、食品や環

境中の残留農薬を迅速・高感度にその場

で検出する技術が求められています。現

在、残留農薬検査はガスクロマトグラフィ

ー/質量分析法により行われていますが、

費用と時間を要するため、現場での検査に

は適していません。本開発では、ナノメート

ルの寸法で制御された高次ナノ構造体を酵

素センサに応用することで、濃度1ppbの残

留農薬を5分以内で確実に検出する革新的

な小型センサを開発します。本技術は、現

場でのスクリーニングを可能にし、食や環

境の安全を守るキーテクノロジーとして期

待できます。
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【調【調【調【調査査査査研研研研究】：４件究】：４件究】：４件究】：４件    

     調調調調査査査査研研研研究課題名究課題名究課題名究課題名
チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職 調調調調査査査査研研研研究究究究概概概概要要要要

１

高感度脂質分析

のための質量分析

技術に関する調査

研究

【チームリーダー】 

裏出 良博 

（財）大阪バイオサイエ

ンス研究所 

分子行動生物学部門 

研究部長

 我々は、生理活性脂質の一種であるプロ
スタグランジンD2の尿中代謝産物が神経

筋疾患のバイオマーカーとして利用できる

ことを見い出しています。尿などの臨床試

料中の脂質成分を測定するためには質量

分析技術が有効であるが、現在の装置は

大型であり、汎用性が低い点が問題です。

そこで、分析対象を低分子量の脂質に限定

した高感度の小型質量分析デバイスの開

発につながる要素技術として、前処理やイ

オン化条件の最適化を含めた新規インター

フェースの開発を調査します。

２

mRNA ポリA のハ

イスループット決

定技術に関する調

査研究

【チームリーダー】 

程 肇 

金沢大学 

自然システム学系 

教授

 真核生物のmRNAのpoly(A)鎖長をゲノム

ワイドでハイスループット決定できる

PACHINCO(Poly(A) Capture by Hairpin 

Chimeric Oligonucleotide)-RT-PCR 法の構

築を目指した調査研究を行います。本技術

の開発により、全くといっていいほど未知な

mRNAのpoly(A)鎖の多様な制御を調べるこ

とが初めて可能になり、新規かつ普遍的な

遺伝子発現制御原理を明らかに出来ること

ができるものと期待されます。

３

環境共生地熱開

発のための計測・

探査技術に関する

調査研究

【チームリーダー】 

新妻 弘明 

東北大学 

環境科学研究科 

教授

 我が国の温暖化ガス大幅削減とエネルギ

ーセキュリティの確保に寄与すると期待さ

れながら、その開発が停滞している地熱エ

ネルギーに関し、「環境共生地熱開発」とい

う新たな視点について、そのニーズと先端

技術シーズの調査を体系的に行います。本

調査研究により、課題解決のための中長

期的研究開発の方向性を明らかにするとと

もに、我が国の地熱開発に関する先端計

測技術アクティビティの再構築を目指しま

す。

４

万能ヒドロゲル化

学センサアレイ開

発のための調査研

究

【チームリーダー】 

早下 隆士 

上智大学 

理工学部 

教授

 ヒドロゲル内にシクロデキストリンからな

る疎水性のナノ空間を導入し、水に不溶の

さまざまな分子認識プローブを包接させ、

分子認識プローブ/シクロデキストリン複合

体の超分子形成に基づく動的分子認識機

能をヒドロゲル内で発現できる万能ヒドロゲ

ル化学センサアレイ開発のための調査研

究を行います。個々の独立したヒドロゲル

の中で高度な分子認識反応を実現できれ

ば、さまざまな水溶液検体の網羅的解析が

可能なヒドロゲル型化学センサアレイの開
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発が可能となります。

9/28 ページ資料１ 先端計測分析技術・機器開発事業 平成２１年度新規採択開発課題一覧

2010/07/16http://www.jst.go.jp/pr/info/info660/shiryo1.html



機器開機器開機器開機器開発発発発プログラムプログラムプログラムプログラム：２１件：２１件：２１件：２１件    

機器開機器開機器開機器開発発発発プログラムプログラムプログラムプログラム（領域特定型）「【一般領域】進化工（領域特定型）「【一般領域】進化工（領域特定型）「【一般領域】進化工（領域特定型）「【一般領域】進化工学学学学・・・・分子分子分子分子デザインデザインデザインデザイン手法等手法等手法等手法等によによによによ

るるるる高機能性高機能性高機能性高機能性バイオセンサ・デバイスをバイオセンサ・デバイスをバイオセンサ・デバイスをバイオセンサ・デバイスを備備備備えたえたえたえた計測分析」：３件計測分析」：３件計測分析」：３件計測分析」：３件    

     開開開開発発発発課題名課題名課題名課題名
チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職
サブリーダーサブリーダーサブリーダーサブリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職 開開開開発発発発概概概概要要要要

１

表面プラズモ

ン共鳴-表面

プラズモン励

起蛍光複合

装置の開発

【チームリーダー】 

岩田 博夫 

京都大学 

再生医科学研究所  

教授

【サブリーダー】 

村上 淳 

アークレイ（株） 

研究開発部 

部長

 創薬や医療などで活

用できる高感度分子

間相互作用計測機器

の開発を目指します。

表面プラズモン共鳴-

表面プラズモン励起蛍

光の原理および進化

工学手法を用いて、ハ

イスループット解析用

高感度機器およびそ

れを利用した抗体医

薬候補物質スクリーニ

ング法の開発、ならび

にポイントオブケア臨

床検査用高感度小型

機器の開発を行いま

す。

２

ラベル不要

の高機能性

バイオセンサ

システムの

開発

【チームリーダー】 

Penmetcha K.R. Kumar 

（独）産業技術総合研究

所 

生物機能工学研究部門 

主任研究員

【サブリーダー】 

南雲 收 

（株）デザインテック 

企画室 

企画室長

 DVD基板表面にRNA

あるいは機能性分子

を吸着させた光ディス

ク（Bio-DVD）の開発

と、結合する分子を光

学的に高速・高感度で

解析する評価システム

の開発を行います。本

開発では、Bio-DVD基

板表面上で化学結合

反応させた測定試料

にレーザー光を照射

し、Bio-DVDの多層薄

膜構造からの干渉光

変化をDVD 記録再生

用ヘッドで検知しま

す。すなわち、化学結

合の有無を反射率変

化として高感度で感知

するため、蛍光化合物

などによるラベル化が

不要な画期的な高機

能バイオセンサを実現

し、医療、食品、環境

分野での応用が期待
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されます。

３

超高速スクリ

ーニングの

ための新型

マイクロアレ

イシステム開

発

【チームリーダー】 

西垣 功一 

埼玉大学 

大学院理工学研究科 

教授

【サブリーダー】 

武居 修 

（株）ライフテック 

研究開発部 

グループリーダー

 細胞増殖、アポトー

シスあるいは蛍光発

光など特定の細胞応

答を引き起こす機能性

分子を微量（～100nl）

で超高速（１０３～４／
日）にスクリーニングで

きるシステムを開発し

ます。この開発では、

ピペット操作を必要と

しない多重並列微量

試料の移送を可能に

した「体積活用型マイ

クロアレイ」を用いて、

微小穴中の細胞応答

が観察可能で高感度

な物理的・化学的検出

デバイスを実現しま

す。創薬を始め、幅広

い分野での社会貢献

が期待できます。
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機器開機器開機器開機器開発発発発プログラムプログラムプログラムプログラム（領域特定型）「【一般領域】【（領域特定型）「【一般領域】【（領域特定型）「【一般領域】【（領域特定型）「【一般領域】【応応応応用領域】物質用領域】物質用領域】物質用領域】物質・・・・材料材料材料材料のののの３次元構３次元構３次元構３次元構

造解析及造解析及造解析及造解析及びびびび可視化計測」：３件可視化計測」：３件可視化計測」：３件可視化計測」：３件    

     開開開開発発発発課題名課題名課題名課題名
チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職
サブリーダーサブリーダーサブリーダーサブリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職 開開開開発発発発概概概概要要要要

１

有機太陽電

池用界面電

界・寿命評価

装置の開発

【チームリーダー】 

京増  幹雄 

プレサイスゲージ（株） 

技術開発室 

室長

【サブリーダー】 

岩本 光正 

東京工業大学 

大学院理工学研究科 

教授

 有機太陽電池は、大

面積で安価な物がで

きる反面、光電変換効

率が悪いことが問題と

なっています。本開発

では、光電変換効率

の良い有機太陽電池

開発のため、光を電気

に変換する機構の中

でさまざまなパラメータ

を計測する機器の開

発を行います。本開発

により、変換効率を上

げるために重要と考え

られるパラメータの解

析が可能となり、高光

電変換効率の有機太

陽電池の開発が期待

されます。

２

瞳関数制御

による高度

多機能光学

顕微鏡の開

発

【チームリーダー】 

寺川 進 

浜松医科大学 

光量子医学研究センタ

ー細胞イメージング分

野 

教授

【サブリーダー】 

井上 卓 

浜松ホトニクス（株） 

中央研究所第4 研究室 

主任部員

 生物試料を高分解能

でレーザー走査顕微

鏡により3次元解析す

る際、深さに応じて高

精度に収差を除去す

る機能や、照明条件

の切り替えを電気制御

によって行う機能が必

要となります。本開発

では、液晶空間変調

器を顕微鏡光学系に

組込み、瞳面での波

面（位相）制御をするこ

とで光学系全体の収

差を補正して、広視野

高深部に亘って精度

の高い3次元計測がで

きる顕微鏡の試作・開

発を行います。これに

より、画質・深さ範囲

等の仕様において従

来の顕微鏡を大きく上

回る装置を実現し、顕

微鏡対物レンズを用い

るさまざまな応用分野
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に貢献することが期待

されます。

３

迅速がん診

断用赤外顕

微装置の開

発

【チームリーダー】 

三好 憲雄 

福井大学 

医学部 

助教

【サブリーダー】 

武田 秀樹 

（株）第一科学 

営業一課 

課長

 従来のがん臨床病

理診断では、患者側

が最終診断結果を得

られるまでに日数を要

し、また診断結果の定

量性の点から客観性

に欠けるという問題点

があります。本開発で

は、 極微量術中凍結

切片組織の新鮮度を

保持するセルホルダ

ーを設計・開発し、が

ん生組織内タンパク質

の特異的２次構造成

分を抽出することによ

り、細胞を固定・染色

することなく、組織の

質的変化を従来の４

倍の空間分解能で画

像化することを目指し

ます。 これにより、検

査時間を６０分の１に

短縮するスクリーニン

グ装置を実現し、病理

診断医師に信頼の置

ける生検診断補助手

段を提供することが期

待されます。
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機器開機器開機器開機器開発発発発プログラムプログラムプログラムプログラム（領域非特定型）：７件（領域非特定型）：７件（領域非特定型）：７件（領域非特定型）：７件    

     開開開開発発発発課題名課題名課題名課題名
チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職
サブリーダーサブリーダーサブリーダーサブリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職 開開開開発発発発概概概概要要要要

１

光回折技術

を用いた機

能性微粒子

の実時間識

別システム

の開発

【チームリーダー】 

鵜野 克宏 

茨城大学 

工学部 

准教授

【サブリーダー】 

清水 勲 

（有）高度技術研究所 

技術開発部 

取締役

 近年、医学、生物学

などにおいて、ミクロン

からサブミクロンサイ

ズの粒子群を大視野

で測定・観察するため

の技術開発が緊急に

必要とされています。

本開発では、さまざま

な形状や大きさの要素

が混在している複合材

料から特定の形状の

みの分布情報を抽出

する方法として有効な

マッチトフィルターに光

学的座標変換処理機

能を付加し、従来より

はるかに高い識別能

力を有する高速でフレ

キシブルな計測システ

ムの実現を目指しま

す。これにより、リポソ

ームなどの生体機能

微粒子形状の識別、

および運動追跡の実

時間処理の実現が期

待されます。

２

誘電スペクト

ロサイトメー

ターの開発

【チームリーダー】 

大森 真二 

ソニー（株）先端マテリ

アル研究所 

ライスサイエンス研究

部 

統括課長

【サブリーダー】 

水谷 修紀 

東京医科歯科大学 

大学院医歯学総合研究

科 

教授

 再生医学において、

標的細胞をラベルフリ

ーで分析・採取できる

装置は国内外に現存

しません。本開発は、

マイクロ流路中を高速

で流れる細胞の誘電

スペクトルを瞬時に分

析して標的細胞のみを

採取する誘電スペクト

ロサイトメーターの実

現を目指します。これ

により、標的細胞を染

色せず生きたまま採

取する単一細胞分析

技術の装置化が可能

となり、将来的に再生

医学の先端研究分野

に大きく寄与すること
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が期待されます。

３

ラジカル測定

用時間分解

ATR-FUV 分

光システム

の開発

【チームリーダー】 

尾崎 幸洋 

関西学院大学 

理工学部 

教授

【サブリーダー】 

東 昇 

倉敷紡績（株） 

技術研究所 

主任研究員

 近年、ラジカル種の

酸化還元力を半導体

洗浄プロセス、食品の

殺菌洗浄、環境汚染

物質の分解処理など

に利用する技術の重

要性が高まっていま

す。本開発では、水の

遠紫外（FUV）分光ス

ペクトルがラジカル生

成によって変化すると

いう独自の発見に基

づき、水溶液中で起こ

るラジカル反応を追跡

可能な時間分解ATR-

FUV 分光システムの

実現を目指します。こ

の方法では溶媒その

ものをプローブとして

利用するため、ラベル

フリーでラジカル濃度

を測定することが可能

となります。これによ

り、最先端の半導体洗

浄プロセスにおけるラ

ジカル測定など、もの

づくり現場での具体的

ニーズへの革新的な

応用が期待されます。

４

超小型近赤

外分光測定

装置の開発

【チームリーダー】 

川島 隆太 

東北大学 

加齢医学研究所 

教授

【サブリーダー】 

荻野 武 

（株）日立製作所 

新事業開発本部 

マネージャー

 光トポグラフィ技術

は、日本発の小型簡

便な無侵襲脳機能画

像計測技術ですが、こ

れまで多人数の同時

測定は不可能でした。

本開発では、無線通

信化された超小型近

赤外分光測定装置を

開発して４０人までの

同時計測を行い、‘複

数脳の相互作用’・‘複

数脳の共鳴’の解明を

目指します。脳科学や

認知心理学にブレーク

スルーをもたらし、教

育現場への応用も期

待されます。
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５

ハイスルー

プットタンパ

ク質生産シ

ステムの開

発

【チームリーダー】 

田丸 浩 

三重大学 

大学院生物資源学研究

科 

准教授

【サブリーダー】 

橋本 正敏 

橋本電子工業（株） 

代表取締役社長 

 魚類発現を用いた全

く新しいタンパク質生

産システムを開発しま

す。本開発では、ゼブ

ラフィッシュの受精卵

を宿主とし、組織特異

的なタンパク質発現ベ

クターを用いることで、

これまで発現が困難で

あった膜タンパク質や

細胞毒性を示すタンパ

ク質も生産可能です。

受精卵の自動回収装

置と1時間に3,000個の

受精卵に遺伝子導入

可能な装置によりハイ

スループット・システム

を実現します。これに

より、多くのタンパク質

の構造・機能解析が加

速度的に進展し、創薬

や医薬品製造などの

産業応用が期待でき

ます。

６

光コムを用

いた空間絶

対位置超精

密計測装置

の開発

【チームリーダー】 

松本 弘一 

東京大学 

大学院工学系研究科 

特任教授

【サブリーダー】 

石橋 爾子 

ネオアーク（株） 

技術開発部 

副主任研究員

 近年、大型科学・生

産工場・安全工学など

の分野においては、長

さ・距離測定の精密化

が重要な課題となって

います。本開発では、

光コムレーザーの精

密パルス干渉性と高

周波数群とを利用し

て、空間絶対位置を精

密に計測する装置を

試作・開発し、また大

型部品の三次元空間

位置設置技術の実現

も目指します。これに

より、我が国の国家戦

略として期待される次

世代フォトンファクトリ

ー建設の他、ものづく

り産業における品質管

理やインフラ設備の安

全確保などに貢献す

ることが期待されま

す。
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７

高効率・高品

位タンパク質

結晶生成シ

ステムの開

発

【チームリーダー】 

和田 仁 

（独）物質・材料研究機

構 

超伝導材料研究センタ

ー 

特別研究員

【サブリーダー】 

清原 元輔 

（株）清原光学 

代表取締役社長

 タンパク質機能を構

造学的に解明できれ

ば、ゲノム創薬、健康・

機能性食品、低環境

負荷型工業など広範

な産業分野においてタ

ンパク質利用の発展

が期待できます。しか

し、精密構造の決定に

必須な高品位タンパク

質結晶の作製に多大

な時間と労力を要して

いるのが現状です。本

開発では、磁気浮揚を

利用した高品位結晶

生成系にin-situ観察

系を搭載した、高効率

高品位タンパク質結晶

生成システムを実現し

ます。
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     調調調調査査査査研研研研究課題名究課題名究課題名究課題名
チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職 調調調調査査査査研研研研究究究究概概概概要要要要

１

認知症の早期スクリ

ーニングのための計

測分析システムに関

する調査研究

【チームリーダー】 

伊藤 英則 

名古屋工業大学 

大学院工学研究科 

教授

 認知症の早期スクリーニングのための

計測分析システムの基本原理と基礎ア

ルゴリズムを開発し、本システムの市場

性・ニーズの調査研究を行います。音声

韻律の特徴を解析する認知症計測分析

システムと、fNIRS（functional NIRS、機

能的近赤外線分光法）の融合により、認

知症の観察型評価尺度ＣＤＲ（Clinical 

Dementia Rating、臨床的認知症尺度）と

高い一致度を有するシステム実現の可

能性を明らかにします。

２

複雑系の計測評価

技術―ニオイの計測

―に関する調査研究

【チームリーダー】 

木内 正人 

（独）産業技術総合研究

所 

ナノテクノロジー研究部

門 

主任研究員

 ニオイは、人の生活の安全を脅かす情

報を含んでいる場合があり、人が集まる

場所でニオイを分析することは、安全・安

心な社会の実現にとって重要です。本調

査研究では、特に微生物の代謝により放

散する揮発性有機物質(MVOC)の検出

に焦点を当て、簡便で安価なMVOC分析

装置開発を目指した調査研究を行いま

す。MVOCの検出が、感染症の予防や微

生物腐食の防止などに有用であることを

示し、装置開発の可能性を探ります。

３

質量分析計(MS)によ

る多項目同時臨床検

査技術の包括的開

発に関する調査研究

【チームリーダー】 

小寺 義男 

北里大学 

理学部、理学部附属疾

患プロテオミクスセンタ

ー 

准教授、センター長

 血清・血漿を対象とした質量分析計に

よる多項目同時臨床検査の具現性を明

示するために、血清・血漿中および組織

中で探索された多様なタンパク質ならび

にペプチドを、一種類の質量分析計で同

時定量分析するために必要な前処理技

術ならびに分析法に関する調査研究を

行います。これにより、短期間での多検

体評価に基づいた高精度かつ有用な診

断法確立の可能性を探ります。

４

材料創成に資する動

的その場解析のため

のX 線吸収測定装置

に関する調査研究

【チームリーダー】 

小林 慶規 

（独）産業技術総合研究

所 

計測標準研究部門 

研究室長

 実験室およびものづくり現場で動的そ

の場解析が可能なX 線吸収分光測定

（XAFS）装置の開発を目的として、動的

その場解析のための測定系の各要素開

発、トータルシステム開発、製品化の可

能性、およびその応用分野とニーズに関

する調査研究を、内外の放射光施設や

大学、研究所等での最先端技術動向調

査や予備実験などを通して行います。本

調査研究により、XAFSの適用性を大幅

に拡大させることの可能性を明らかにし

ます。
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５

航空機大気観測の

全自動システム開発

のための調査研究

【チームリーダー】 

近藤 豊 

東京大学 

先端科学技術研究セン

ター 

教授

 地球温暖化などの地球規模の大気環

境問題は、今後長期にわたり人類が直

面する重要な課題ですが、このような問

題の正確な理解と解決には、地球規模

の大気環境の鍵となるパラメータの３次

元分布を系統的かつ継続的に測定・監

視する必要があります。このため、航空

機に搭載し無人観測を実施可能な自動

大気観測システムの開発に関する調査

研究を行います。多種多様なパラメータ

の高度分布の高精度な観測を実現する

システム開発のための詳細な調査検討

を行います。

６

アクセス不能部位で

使用可能な腐食セン

シング機器開発のた

めの調査研究

【チームリーダー】 

篠原 正 

（独）物質・材料研究機

構 

材料信頼性センター 

グループリーダー

 人のアクセスが難しく、評価対象部位

の前処理が十分にできない箇所での腐

食センシングが行える装置開発実現に

関する調査研究を行います。放射能レベ

ルが高く、長時間作業すると被曝の怖れ

がある原子力関係設備や、高温高圧で

危険物を使用しているプラント、あるいは

足場の敷設が難しい橋梁の高所部位へ

の応用の可能性を探ります。

７

脳血管内治療用

“MRI＋MRI 対応デ

バイス”システム開発

のための調査研究

【チームリーダー】 

滝 和郎 

三重大学 

大学院医学系研究科 

教授

 核磁気共鳴イメージング(MRI) は、X線

被爆の心配がなく、形態だけでなく機能

をも画像化できる優れた手法です。この

MRIを用いた脳血管治療体系を構築する

ための調査研究を行います。カテーテル

操作を可能にする高速画像取得法、高

速画像処理法、擬似透視像表示法、さら

に求められるRF コイル特性を明らかに

するとともに、カテーテルやガイドワイヤ

ーなどのMRI 適合治療器具の改良目標

の設定を行います。

８

複雑系科学に基づく

経年変化の計測と予

測に関する調査研究

【チームリーダー】 

津田 一郎 

北海道大学 

数学連携研究センター 

センター長

 さまざまな構造物に使用されている材

料の経年変化を正確に知り、将来の変

化を予測する方法を確立することは、社

会の安全性を将来にわたって保証する

極めて重要な課題であります。このた

め、複雑系科学で蓄積されてきた方法を

もとに、カタストロフが起こるまでの変化

の動態と臨界時間を明らかにする計測

手法開発に関する調査研究を行います。

カタストロフを予測できる新しい手法開発

の可能性を探ります。
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１

HiCEP ピー

クデータベー

スの開発

【チームリーダー】 

荒木 良子 

（独）放射線医学総合研

究所 

重粒子医科学センター

先端遺伝子発現研究グ

ループ 

幹細胞研究チーム 

チームリーダー

【サブリーダー】 

湯野川 春信 

（株）メイズ 

代表取締役

 未知のものも含む

転写物の定量観察

により、ゲノム情報

の有無に係わらず全

生物の網羅的遺伝

子発現解析を可能に

した方法（HiCEP法）

を確立し、これまでそ

の微量化、自動反応

プロトタイプ機の作

製等、高度化に取り

組んで来ました。今

回、HiCEP解析を行

う多くのユーザーが、

解析後、分取ステッ

プなしに効率的にピ

ークの遺伝子情報を

入手できるように、ピ

ーク配列のデータベ

ース化およびその公

開システムの構築を

目指します。

２

多重磁気共

鳴画像化支

援ソフトウェ

アの開発

【チームリーダー】 

市川 和洋 

九州大学 

大学院薬学研究院 

准教授

【サブリーダー】 

水田 幸男 

日本電子（株） 

ＮＭ事業ユニット ＮＭ

アプリケーショングルー

プ 

グループ長

 生体レドックス状態

をはじめとする多重

磁気共鳴画像を可

視化する実用化装置

において、一般の医

学研究者が容易に

操作可能な、画像処

理・撮像計画作成ソ

フトウェアを開発しま

す。機能画像抽出ア

ルゴリズムを実装

し、生体レドックス、

組織酸素分圧、pH 

の機能画像化処理

能と、可視化動物

種・対象臓器・造影

剤毎に最適な機能画

像撮像計画を提示し

ます。本ソフトウェア

により、実用化装置

の有用性を高めるこ

とで、生活習慣病や

癌などの病態解明と
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治療薬の画像解析

が可能となり、新た

な治療法の創出と人

類の健康に貢献しま

す。

３

光バイオプシ

ー診断にお

ける超高速

処理ソフトウ

ェアの開発

【チームリーダー】 

大林 康二 

北里大学 

大学院医療系研究科 

教授

【サブリーダー】 

池田 練造 

（株）システムハウス 

つくば事業所 

所長 

 これまでに3次元の

立体光断層画像を

動画で見ることがで

きる計測速度の超高

速光コムＯＣＴの「生

体計測用・超侵達度

光断層撮像技術」を

開発しました。本機

器では、計測終了後

にデータを解析して３

次元動画を製作して

いました。実際の光

バイオプシーの診断

では実時間の３次元

動画の表示が必要

なため、本課題では

超高速処理を可能に

するソフトウェアを開

発します。これによ

り、時間軸を含めた

超高速実時間４次元

光断層画像表示を

実現します。

４

生物発光リ

アルタイム測

定解析ソフト

ウェアの開

発

【チームリーダー】 

白木 央 

中立電機（株） 

FA 事業部 

取締役事業部長

【サブリーダー】 

石浦 正寛 

名古屋大学 

遺伝子実験施設 

教授

 これまでに開発し

てきた「生物発光リア

ルタイム測定法」は、

遺伝子発現を生物

発光として生きたま

まの細胞で連続的に

自動測定する強力な

生命科学の研究手

法であり、遺伝子発

現を極めて高い感

度・精度・時間分解

能で詳細にリアルタ

イム解析することを

可能にします。本課

題では、「生物発光リ

アルタイム測定解析

ソフトウェア」を開発

し、開発中の「生物

発光リアルタイム測

定装置」に搭載して
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本測定法をさまざま

な目的に適用できる

ように汎用化するこ

とにより、「世界最強

の遺伝子発現リアル

タイム測定解析統合

システム」を実現しま

す。

５

ＩＭＳによる

土壌由来カ

ビ検出データ

ベースの構

築

【チームリーダー】 

竹内 孝江 

奈良女子大学 

理学部 

准教授

【サブリーダー】 

中村 義隆 

（株）ダイナコム 

神戸開発センター 

開発部長

 古墳などに生育す

る土壌由来カビが放

出する微生物由来揮

発性有機化合物を、

ＳＰＭＥ／ＩＭＳ装置

で観測する場合に、

検出されるスペクト

ルからカビの種類と

カビの成長段階を識

別するためのソフト

ウェアを開発します。

特に、大気からＳＰＭ

Ｅにより濃縮された

試料は混合物であ

り、このスペクトルか

ら土壌由来カビのＭ

ＶＯＣを分離・特定す

るソフトウェアを開発

します。そのために

必要な、カビの代謝

機構・代謝物質の化

学などの学術知見の

統合化を行います。

６

超高温熱物

性計測シス

テム支援ソフ

トウェアの開

発

【チームリーダー】 

塚田 隆夫 

東北大学 

大学院工学研究科 

教授

【サブリーダー】 

高崎 洋一 

アルバック理工（株） 

取締役

 電磁浮遊法に静磁

場を重畳した世界初

の超高温熱物性計

測システムの実用化

のために、当該プロ

トタイプ機に搭載す

る支援ソフトウェアを

構築し、ユーザビリ

ティの向上を図りま

す。また、結晶製造

や精密鋳造など高温

融体が関連する高付

加価値製造プロセス

の基盤を支える融体

の熱物性データベー

スを整備・拡充しま

す。
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７

超LSI 故障

個所解析装

置ソフトウェ

アの開発

【チームリーダー】 

中前 幸治 

大阪大学 

大学院情報科学研究科 

教授

【サブリーダー】 

松本 徹 

浜松ホトニクス（株） 

システム事業部 

専任部員

 これまでに開発し

てきた「超LSI 故障

個所解析装置」の実

用化のために、CAD 

データおよび故障デ

ータベースを有効利

用した故障個所絞込

み支援ソフトウェア並

びにユーザインタフェ

ース（ハードウェアと

ソフトウェア）の開発

を行います。ユーザ

ビリティが高く、信頼

性の高い解析システ

ムに仕上げることを

目的とします。さら

に、故障解析装置の

普及を促進するた

め、故障個所絞込み

結果を標準化するプ

ラットフォームソフト

ウェアの開発を行

い、これに続く故障

原因を追究する物理

解析装置への円滑

な連携を可能としま

す。

８

糖鎖による

診断システ

ム統合ソフト

ウェアの開

発

【チームリーダー】 

西村 紳一郎 

北海道大学 

大学院先端生命科学研

究院 

教授

【サブリーダー】 

福島 信弘 

サイエンス・テクノロジ

ー・システムズ（株） 

代表取締役社長兼技術

部部長

 血清中糖鎖の定量

的発現プロファイル

に基づき疾患診断情

報を与えるまでの一

連の工程を全自動

化する「全自動糖鎖

プロファイル診断シ

ステム」に対する統

合的なインターフェー

スを有するソフトウェ

アを開発します。前

処理・測定・プロファ

イル解析・疾患診断

に関するアプリケー

ション群を実装した

統合インターフェース

の開発、および測定

機器とサーバー間の

セキュアな通信を付

加させた医療機器対

応の診断システムの

構築を行います。

24/28 ページ資料１ 先端計測分析技術・機器開発事業 平成２１年度新規採択開発課題一覧

2010/07/16http://www.jst.go.jp/pr/info/info660/shiryo1.html



９

質量顕微鏡

法における

空間特異的

情報検出ソ

フトウェアの

開発

【チームリーダー】 

松浦 正明 

（財）癌研究会 

ゲノムセンター情報解

析グループ 

グループリーダー

【サブリーダー】 

梶原 茂樹 

（株）島津製作所 

基盤技術研究所 

主任研究員

 これまでに開発し

てきた質量顕微鏡に

より得られる膨大な

質量と位置のデータ

から、応用面で重要

と判断される空間特

異的な質量情報を抽

出するため、顕微鏡

座標情報を利用して

要約した質量情報を

抽出するソフトウェア

とこれら要約された

情報を比較分析しや

すい新規解析指向

型データベースの開

発を行います。さら

に、空間情報を基

に、顕微鏡画像に対

応する領域特異的な

質量情報、細胞特異

的な質量情報、顕微

鏡画像に対応しない

空間特異的質量情

報のそれぞれを自動

的に検出できる検出

ソフトウェアを開発し

ます。

１０

多孔性材料

の細孔分布

解析ソフトウ

ェアの開発

【チームリーダー】 

宮原 稔 

京都大学 

大学院工学研究科 

教授

【サブリーダー】 

仲井 和之 

日本ベル（株） 

開発部 

取締役開発部部長

 粉体材料・多孔質

材料のマイクロ・メソ

細孔分布は主にガス

吸着等温線から解析

されています。これま

でに世界最高レベル

のガス吸着等温線測

定機器の開発に成

功しました。理論計

算・分子シミュレーシ

ョンを用いた流体の

吸着挙動の研究によ

り、さまざまな材質・

形状・サイズを持っ

た各種細孔モデルに

対する吸着等温線の

データベースを作成

することが可能とな

っています。本課題

ではこのデータベー

スを整備し、本機器

によって得られた吸
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着等温線から、多孔

質材料の細孔構造

を精密に解析するた

めの新規ソフトウェア

を開発することを目

的とします。

１１

トモグラフィ

ー電子顕微

鏡用ソフトウ

ェアの開発

【チームリーダー】 

森 博太郎 

大阪大学 

超高圧電子顕微鏡セン

ター 

教授

【サブリーダー】 

古江 基樹 

（株）国際バイオインフ

ォマティクス研究所 

代表取締役

 電子顕微鏡トモグ

ラフィーが生命科学

や材料工学の研究

分野で活用されてい

ますが、これを医療

や工業分野で汎用

化するため、トモグラ

フィー専用電子顕微

鏡に搭載する立体ナ

ノ構造の可視化ソフ

トウェアを開発し、立

体組織の高速可視

化を目指します。

１２

赤外線カメラ

を用いた二

次元可視化

熱分析用ソ

フトウェアの

開発

【チームリーダー】 

森川 淳子 

東京工業大学 

大学院理工学研究科  

助教

【サブリーダー】 

山崎 精二 

三幸電子（株） 

代表取締役

 これまでに赤外線

カメラを温度センサ

に用いた熱伝導率測

定装置並びに二次

元示差熱分析装置

を開発してきました。

温度画像を高速で得

られるメリットを生か

し、顕微レンズを用

いることで微小試料

について、従来には

ない高感度熱量変

化測定と熱の移動の

様子が同時に観測で

きます。本装置を実

用化するためには、

データの取り込みと

画像処理が迅速であ

ること、各種の物性

値に換算できること、

安価なカメラにも適

用できることなどが

必要です。本課題で

は、可視化熱分析装

置として、材料開発

の現場で使用される

ような安価で操作性

の良い装置の完成を

目標としたプログラ
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ムの開発を行いま

す。

１３

電子顕微鏡

の高精度制

御及び生体

高分子結晶

構造解析ソ

フトウェアの

開発

【チームリーダー】 

米倉 功治 

（独）理化学研究所 播

磨研究所 

米倉生体機構研究室 

准主任研究員

【サブリーダー】 

富田 正弘 

（株）日立ハイテクノロジ

ーズ 

ナノテクノロジー製品事

業本部 那珂事業所 

技術アドバイザー

 生体分子の機能の

解明、創薬への応用

を目指し、試料ステ

ージの高精度な回転

制御が可能な電子

顕微鏡システムを用

いた、生体高分子の

三次元微小結晶から

の構造解析技術およ

びクーロンポテンシ

ャル分布の可視化ソ

フトウェアの開発を

行います。また、結

晶作成の難しい生体

超分子複合体、生体

膜中の生理的な環

境下における膜蛋白

質、さらには細胞小

器官などの不均一で

複雑な試料の構造

解析のため、低温電

子線トモグラフィーの

高精度で操作性の

良い制御ソフトウェア

を開発します。

27/28 ページ資料１ 先端計測分析技術・機器開発事業 平成２１年度新規採択開発課題一覧

2010/07/16http://www.jst.go.jp/pr/info/info660/shiryo1.html



【調【調【調【調査査査査研研研研究】：１件究】：１件究】：１件究】：１件    

■ 戻る ■ 

This page updated on Aug. 6, 2009  

Copyright©2009Japan Science and Technology Agency. 

www-admin@tokyo.jst.go.jp  

     調調調調査査査査研研研研究課題名究課題名究課題名究課題名
チームリーダーチームリーダーチームリーダーチームリーダー    

氏名氏名氏名氏名・・・・所所所所属属属属機機機機関関関関・・・・役職役職役職役職 調調調調査査査査研研研研究究究究概概概概要要要要

１

電子顕微鏡のための

画像処理サーバの構

築をめざしたプラット

フォーム開発

【チームリーダー】 

安永 卓生 

九州工業大学 

大学院情報工学研究院 

教授

 電子顕微鏡は、画像撮影がデジタル化

され、その制御における画像処理が占め

る役割は大きいため、個別のソフトウェア

に頼ることは電子顕微鏡技術の普及・発

展の妨げとなります。同技術の標準化と

普及のキーテクノロジーのひとつは、共

通の画像処理アプリケーション・サービス

を提供することです。一方、画像処理ア

ルゴリズムは、持続的に進展しているた

め、持続的発展可能で能力の高いシス

テムが必要です。本課題では、導入が容

易であり、かつ、発展性の高い電子顕微

鏡に関する画像処理アプリケーションサ

ーバ構築をめざしたプラットフォーム開発

の実現可能性調査を行います。
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